
   

1 

○
環
境
省
告
示
第
二
十
八
号  

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る

の
三
第
一
項
の
規
定
に
基

公
共
の
水
域
及
び
地
下
水
の
汚
染
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の

な
い
除
去
土
壌
の
要
件
を
次
の
よ
う
に
定

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

環
境
大
臣 

浅
尾
慶
一
郎 

公
共
の
水
域
及
び
地
下
水
の
汚
染
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
な
い
除
去
土
壌
の
要
件 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
の
環
境

大
臣
が
定
め
る
要
件

日
本
産
業
規
格
K
〇
〇
五
八―
一
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
当
該
除
去
土
壌
に
係

る
検
液

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
を
用
い
て
測
定
し
た

セ
シ
ウ
ム
百
三
十
四
及
び
セ
シ
ウ
ム

百
三
十
七
が
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
又
は
当
該
除
去
土
壌
の
性
状
及
び
放
射
能
濃
度
を
勘
案
し
て
こ
れ
と
同
程
度
の
溶
出



   

2 

性
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
す
る

 



   

1 

○
環
境
省
告
示
第
二
十
九
号  

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る

第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
基

除
去
土
壌
の
埋
立
処
分
を
終
了
す
る
場
合
の
措
置
を

次
の
よ
う
に
定

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

環
境
大
臣 

浅
尾
慶
一
郎 

除
去
土
壌
の
埋
立
処
分
を
終
了
す
る
場
合
の
措
置 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
第
四
号

の
環
境
大
臣
が
定
め
る
措
置

次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
た
覆
い
に
よ
り
開
口
部
を
閉
鎖

 

一 

厚
さ
が
お
お
む
ね
三
十

以
上
の
土
壌
そ
の
他
こ
れ
に
類

 

二 

放
射
線
障
害
防
止
の
た
め
に
必
要
な
放
射
線
の
遮
蔽
の
効
力
を
有
す
る
こ
と

 



   

1 

○
環
境
省
告
示
第
三
十
号 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る

第
二
項
第
四
号
ハ
並
び
に
第
四
項
第
二
号
イ
及
び
ハ
の
規
定
に
基

特
定
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
に
係
る
水
質
検
査
の
方
法

平
成
二
十
四
年
八
月
環
境
省
告
示
第
百
三
十
号

の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

環
境
大
臣 

浅
尾
慶
一
郎 

次
の
表

改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改

改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た

当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ

う
に
改

改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

を
削

改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲



   

2 

新
た
に
追
加

 



   

3 

 

改 
 
 
 
 
 
 

正 
 
 
 
 
 
 

後 

改 
 
 
 
 
 
 

正 
 
 
 
 
 
 
 

前 
第
二
条 

規
則
第
二
十
六
条
第
二
項
第
四
号
ハ
⑴
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法

次
の
各
号
に
掲
げ
る
項
目

当
該
各
号
に
定
め
る
と

 

一 

規
則
別
表
第
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
項
目 

昭
和
四
十
九
年
九
月
環
境
庁

告
示
第
六
十
四
号(
環
境
大
臣
が
定
め
る
排
水
基
準
に
係
る
検
定
方
法
を
定

め
る
等
の
件

第
四
条
に
お
い
て

と

各
号
に
掲
げ
る
項
目

当
該
各
号
に
定
め

る
方
法

 

二 
 

 

第
四
条 

規
則
第
二
十
六
条
第
二
項
第
四
号
ハ
⑶
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法

同
号
ハ
⑶
に
規
定
す
る
各
項
目

排
水
基
準
検
定
方

法
告
示
第
二
十
九
号
か
ら
第
三
十
二
号
ま
で
及
び
第
四
十
一
号
に
定
め
る
方

法
に
よ
る
も
の

 

 

第
五
条
・
第
六
条 

 

第
二
条 

規
則
第
二
十
六
条
第
二
項
第
四
号
ハ
⑴
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法

次
の
各
号
に
掲
げ
る
項
目

当
該
各
号
に
定
め
る
と

 

一 

規
則
別
表
第
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
項
目 

昭
和
四
十
九
年
九
月
環
境
庁

告
示
第
六
十
四
号(

環
境
大
臣
が
定
め
る
排
水
基
準
に
係
る
検
定
方
法
を

定
め
る
等
の
件)

の
各
号
に
掲
げ
る
項
目

当
該
各
号

に
定
め
る
方
法

 

 

二 
 

 

 

    

第
四
条
・
第
五
条 

 



   

1 

○
環
境
省
告
示
第
三
十
一
号  

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る

の
四
第
一
号
ホ
の
規
定
に
基

除
去
土
壌
の
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
状
況

の
調
査
方
法
を
次
の
よ
う
に
定

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

環
境
大
臣 

浅
尾
慶
一
郎 

除
去
土
壌
の
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
状
況
の
調
査
方
法 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
五
十
八
条
の
四
第
一
号
ホ
の
環

境
大
臣
が
定
め
る
方
法

次

 

 

一 

放
射
能
濃
度
を
連
続
し
て
測
定
で
き
る
装
置
に
よ
り
調
査
す
る
場
合

次

 

 

イ 

調
査

対
象
と
す
る
除
去
土
壌

調
査
単
位
に
区
分

調
査
単
位
ご
と
に
行
う
こ



   

2 

 

 
ロ 
イ
の
規
定
に
よ
り
区
分
し
た
調
査
単
位
の
除
去
土
壌
す
べ
て
に

別
表
第
一
に
掲
げ
る
測
定
す
る
機

器
を
用
い
て
測
定
す
る
方
法

セ
シ
ウ
ム
百
三
十
四
に
つ
い
て
の
放
射
能
濃
度
及
び
セ
シ
ウ
ム
百
三
十

七
に
つ
い
て
の
放
射
能
濃
度
を
測
定

 

二 

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

次

 

 

イ 

調
査

対
象
と
す
る
除
去
土
壌

調
査
単
位
に
区
分

調
査
単
位
ご
と
に
行
う
こ

 

 

ロ 

調
査
単
位

四
以
上
の
試
料
を
採
取

 

 

ハ 

調
査
単
位

ロ
の
規
定
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
試
料
を
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
同
じ
重
量
混
合

 

 

ニ 

ハ
の
規
定
に
よ
り
混
合
さ
れ
た
試
料

別
表
第
二
に
掲
げ
る
測
定
す
る
機
器
を
用
い
て

測
定
す
る
方
法
に

セ
シ
ウ
ム
百
三
十
四
に
つ
い
て
の
放
射
能
濃
度
及
び
セ
シ
ウ
ム
百
三
十
七
に
つ
い
て

の
放
射
能
濃
度
を
測
定



   

3 

別
表

第
一

 

 
１

 
ゲ

ル
マ

ニ
ウ

ム
半

導
体

測
定

装
置

 

 
２

 
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
測

定
装

置
 
 

 
 

 

別
表

第
二

 

 
１

 
ゲ

ル
マ

ニ
ウ

ム
半

導
体

検
出

器
 

 
２

 
N

aI（
Tl）

シ
ン

チ
レ

ー
シ

ョ
ン

ス
ペ

ク
ト

ロ
メ

ー
タ

 
 

 
 

 

 
３

 
LaBr3 （

Ce
）

シ
ン

チ
レ

ー
シ

ョ
ン

ス
ペ

ク
ト

ロ
メ

ー
タ

 

 



   

1 

○
環
境
省
告
示
第
三
十
二
号  

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る

第
五
十
八
条
の
四
第
一
号
ホ
の
規
定
に
基

復
興
再
生
利
用
に
用
い
る
除
去
土
壌
の
放
射
能
濃
度
を
次

の
よ
う
に
定
め

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

環
境
大
臣 

浅
尾
慶
一
郎 

復
興
再
生
利
用
に
用
い
る
除
去
土
壌
の
放
射
能
濃
度 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
五
十
八
条
の
四
第
一
号
ホ
の
環

境
大
臣
が
定
め
る
放
射
能
濃
度
は

事
故
由
来
放
射
性
物
質
で
あ
る
セ
シ
ウ
ム
百
三
十
四
に
つ
い
て
の
放
射
能
濃
度
及

び
事
故
由
来
放
射
性
物
質
で
あ
る
セ
シ
ウ
ム
百
三
十
七
に
つ
い
て
の
放
射
能
濃
度
の
合
計
が
八
千
ベ
ク
レ
ル
毎
キ
ロ
グ

ラ
ム
以
下

 



   

1 

○
環
境
省
告
示
第
三
十
三
号  

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る

第
五
十
八
条
の
四
第
二
号
の
規
定
に
基

復
興
再
生
利
用
に
係
る
工
事
の
施
工
及
び
維
持
管
理
に
関
す

る
基
本
的
な
事
項
を
次
の
よ
う
に
定

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

環
境
大
臣 

浅
尾
慶
一
郎 

復
興
再
生
利
用
に
係
る
工
事
の
施
工
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
五
十
八
条
の
四
第
二
号
の
環
境

大
臣
が
定
め
る
事
項

次

 

一 

復
興
再
生
利
用
に
当

事
業
実
施
者
が
求
め
る
除
去
土
壌
に
係
る
必
要
な
処
理
の
内
容 

二 

平
時
及
び
災
害
時
に
お
け
る
工
事
の
施
工
又
は
維
持
管
理
に
係
る
役
割
分
担
及
び
連
絡
体
制 



   

1 

○
環
境
省
告
示
第
三
十
四
号 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法

法
律
第
百
十

二
条
第
一
項
の
規
定

国
が
福
島
県
及
び
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
土
壌
等
の
除
染
等
の
措

置
を
実
施
し
た
福
島
県
内
の
市
町
村
に
代

に
規
定
す
る
除
去
土
壌
を
い

以
下
同

処
分
を
行

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴

う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施

の
規
定
に
基

次
の
よ
う
に
公
示

 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

環
境
大
臣 

浅
尾
慶
一
郎 

一 

除
去
土
壌
の
処
分
を
行
う
区
域 

全
国
の
区
域 

二 

除
去
土
壌
の
処
分
の
開
始
の
日 



   

2 

令
和
七
年
四
月
一
日 


